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本稿の目的は, 地域間経済格差の是正を目的としたトランスファー政策および地域の競

争参加問題との関係を明らかにすることを通じて, トランスファースキームを効率性の観

点から検証することである. 理論分析の結果, 以下の 2 点が明らかとなった. 第 1 に, 課

税ベース均等化助成を実施する場合, 中央政府が地域間格差を完全に是正することで, 競

争参加地域数の非効率性だけでなく, 公共要素供給量の非効率性をも完全に是正すること

が明らかとなった. 第 2 に, 歳入シェアリングを実施する場合, 地域間格差是正の程度を

変えることで, 競争参加地域数および公共要素供給量の非効率性をそれぞれ完全に是正す

ることができるが, 一般に同じ制度の下で効率的な公共要素供給量および競争参加地域数

を同時に達成できないことが明らかとなった.  

 


